
             

10
月
13
日
、
下
諏
訪
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
会
議
室
に
お
い

て
第
8
回
諏
訪
地
方
社
保
協
の

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総

会
に
先
立
ち
、
先
の
中
央
社
保
学

校
で
お
こ
な
わ
れ
た
石
川
康
宏
神

戸
女
学
院
大
学
教
授
に
よ
る
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
の
政
治
・
社
会

を
ど
う
見
る
か
、
ど
う
展
望
す
る

か
」
と
題
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

会
を
視
聴
し
ま
し
た
。
（
講
演
要

旨
は
裏
面
） 

議
事
で
は
20
年
度
の
活
動
と

決
算
に
つ
い
て
の
報
告
と
21
年
度

活
動
方
針
、
予
算
と
人
事
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

今
秋
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
で
、
諏

訪
地
域

6

市
町
村
に
向
け
て

「国
保
・介
護
・福
祉
医
療
に
関
す

る
要
望
書
の
提
出
を
11
月
初
旬

に
は
行
い
、
懇
談
会
を
計
画
し
ま

す
。
国
保
等
の
改
善
で
は
、
保
険

料
の
減
免
を
低
所
得
者
や
多
子
、

母
子
、
障
が
い
者
等
の
う
え
に
さ

ら
に
均
等
割
り
の
減
免
を
18
歳

ま
で
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
合
わ
せ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
に
伴
う
収
入
減
世
帯

に
つ
い
て
の
保
険
料
減
免
期
間
の

延
長
や
市
町
村
独
自
の
減
免
、
ま

た
「
傷
病
手
当
」
は
事
業
者
に
加

え
す
べ
て
の
加
入
者
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
求
め
ま
す
。  

 
 

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
倍
加

の
中
止
。
1
割
負
担
を
継
続
す

る
こ
と
や
、
介
護
保
険
で
は
コ
ロ
ナ

に
よ
る
保
険
料
減
免
を
求
め
る
と

と
も
に
、
8
月
か
ら
改
悪
さ
れ
た

補
足
給
付
の
見
直
し
を
国
に
求
め

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
新

た
に
補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
の

創
設
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
迫
った
総
選
挙
は
、
長
野
4
区

で
は
い
の
ち
と
人
間
の
尊
厳
を
守

る
立
場
を
明
確
に
し
た
日
本
共

産
党
の
な
が
せ
由
希
子
さ
ん
が
野

党
統
一
候
補
に
決
ま
り
、
こ
れ
ま

で
医
療
・
介
護
を
疲
弊
さ
せ
て
き

た
自
公
政
権
に
終
止
符
を
う
つ
政

権
交
代
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
も
含
め
提
案
は
全
て
全

員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

   

  
 

      

発
言
で
は
南
信
勤
医
協
の
花

岡
進
さ
ん
か
ら
「民
医
連
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
困
窮
事
例
調
査
に
つ
い
て

触
れ
勤
医
協
の
事
例
も
2
例
報

告
さ
れ
て
い
る
。
10
月
よ
り
行
っ

て
い
る
共
同
組
織
（
泉
の
会
）
強
化

月
間
で
１００
件
ほ
ど
訪
問
し
て
き

て
い
る
が
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
孤
立
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
や
、
介
護
分
野
で
は
8
月
か

ら
大
幅
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
て

お
り
高
齢
者
を
直
撃
し
て
い
る
。

又
、
泉
の
会
員
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
60
通
程
と
っ
て
き
た
が
、
生

活
費
や
医
療
費
の
節
約
を
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
る
方
が
多
く
、
総

選
挙
で
い
の
ち
を
守
る
政
治
へ
の

転
換
を
し
た
い
。
」
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 
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活
動
報
告
と 

方
針
を
確
認 

総
選
挙
で 

い
の
ち
を
守
る 

政
治
へ
の
転
換
を 

  

 

 

 



                 

当
社
保
協
事
務
局
長
と
し
て

活
動
さ
れ
て
き
た
村
田
洋
一
さ

ん
が
今
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
年
の
ご

労
苦
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
社
保
協
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

      

。 

  

              

   

      

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
、

人
類
の
自
然
と
の
関
係
の
根
本
的

な
見
直
し
を
あ
ぶ
り
出
し
、
環
境

破
壊
が
気
候
を
も
左
右
す
る
ほ

ど
に
な
って
生
態
系
を
混
乱
さ
せ
、

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体

に
よ
る
脅
威
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
経
済
危
機
が
急
加
速
し
て
い

る
中
、
経
済
格
差
の
拡
大
で
貧
困

層
が
世
界
的
に
急
増
し
て
い
て
も
、

GAFA
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
企
業
等
の
マ

ネ
ー
ゲ
ー
ム
が
続
け
ら
れ
、
貧
富

の
格
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
今
、

コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
こ
う
し
た

事
態
を
ひ
き
お
こ
し
て
き
た
新
自

由
主
義
経
済
か
ら
の
脱
却
を
求

め
る
声
が
高
ま
って
い
る
。 

今
、
消
費
税
減
税
に
踏
み
出
し

て
い
る
国
は
50
ヵ
国
に
上
って
、
先

進
国
に
波
及
し
て
い
る
。
消
費
税

を
25
％
課
税
さ
れ
て
も
幸
福
度

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、
名
目
GＤP

の
ど
れ
も
北
欧
諸
国
が
ラ
ン
キ
ン

グ
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
。
日
本
は
ど

の
指
標
も
非
常
に
低
位
。
北
欧
の

デ
ン
マ
ー
ク
は
週
労
働
37
時
間
が

上
限
、
最
賃
は
1800
円
、
年
休
は

6
週
間
、
男
性
育
休
取
得
率
は

70
％
、
そ
し
て
教
育
は
も
と
よ
り

医
療
も
介
護
も
無
料
。
消
費
税

率
25
％
で
も
社
会
保
障
の
充
実

ぶ
り
は
明
ら
か
で
幸
福
大
国
だ
。 

 
 
 

 

特
に
デ
ン
マ
ー
ク
は
公
務
員
比
率

は
日
本
の
5
倍
で
、
社
会
の
た
め

に
働
く
人
が
30
％
と
多
く
、
一

方
の
日
本
政
府
は
自
助
・
自
立
を

強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
1849
年

に
世
界
最
古
の
自
由
主
義
憲
法
の

施
行
で
、
主
権
者
と
し
て
市
民
が

政
治
を
変
え
る
努
力
で
政
治
を
と

ら
え
て
き
た
経
過
が
170
年
前
か

ら
行
わ
れ
た
。
日
本
と
は
100
年

も
歴
史
や
社
会
の
発
展
・
成
熟
度

が
違
う
。
近
代
日
本
は
帝
国
憲

法
で
は
国
民
は
天
皇
の
家
来
で
あ

る
「
臣
民
」
。
自
由
民
権
運
動
や

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
経
て
も
弾

圧
さ
れ
、
国
民
の
勝
利
の
経
験
は

な
く
、
第
二
次
大
戦
後
の
憲
法
制

定
は
「人
権
」「自
由
権
」「社
会
権
」

等
そ
れ
ま
で
と
は
180
度
転
換
し

た
が
、
多
く
の
国
民
は
そ
の
意
味

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
「
生
存
権
」

や
「
地
方
自
治
権
」
な
ど
も
勝
ち

取
っ
て
き
た
権
利
で
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
政
府
の
言
う
「
自

助
」
は
憲
法
25
条
と
相
反
す
る
こ

と
に
気
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

2015
年
以
降
急
速
に
「
市
民
連

合
」
が
始
ま
り
、
①
安
保
法
廃
止 

②
立
憲
主
義
回
復 

③
個
人
の
尊

厳
を
擁
護
す
る
政
治
の
実
現
を

目
指
し
始
動
し
た
。
こ
の
流
れ
は

2019
年
に
は
13
項
目
の
合
意
で
参

院
選
が
た
た
か
わ
れ
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
が
勝
利
し
た
。
こ
れ
は

今
年
に
入
って
も
4
月
の
参
院
長

野
選
挙
区
補
選
で
も
広
島
選
挙

区
で
も
、
さ
ら
に
は
静
岡
知
事
選
、

ま
た
横
浜
市
長
選
や
東
京
都
議

選
等
で
も
市
民
と
野
党
の
共
同
し

た
候
補
が
勝
利
し
て
い
る
。
今
度

の
総
選
挙
で
は
野
党
共
闘
の
さ
ら

な
る
強
化
へ
市
民
が
い
っそ
う
声
を

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
学

習
を
し
て
個
人
も
運
動
も
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
政

権
交
代
で
実
現
し
て
い
こ
う
。 

                           

 

「
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
の
政
治
・
社
会
を 

ど
う
見
る
か
、
ど
う
展
望
す
る
か
」 

村
田
前
事
務
局
長
よ
り 

2014
年
4
月
諏
訪
社
保
協
再

建
準
備
活
動
に
取
り
組
み
、

9
月
27
日
再
建
総
会
を
開

催
。
以
来
7
年
数
か
月
に
わ

た
り
事
務
局
長
と
し
て
県
社

保
協
や
県
内
各
地
区
社
保
協

の
活
動
を
学
び
な
が
ら
活
動

石
川
康
宏
教
授
の
講
演
要
旨 

選
出
さ
れ
た
常
任 

幹
事
の
み
な
さ
ん 

会

長 
毛
利 

正
道
（
再
） 

法
律
事
務
所
こ
ん
に
ち
は 

副
会
長 

高
見 
正
岳
（
新
） 

 
 
 
 

  

高
教
組
諏
訪
支
部 

 

〃 
  

濱 

恒

弘
（
再
） 

 
 
 

  

諏
訪
地
区
労
連 

 

〃 
  

今

井 

進
（
再
） 

年
金
者
組
合 

 

〃 
  

岩
下 

功
一
（
再
） 

諏
訪
地
域
民
医
労 

事
務
局
長 

備
前 

光
正
（
新
） 

 
 
 

南
信
勤
医
協 

石
川
先
生
の
パ
ワ
ポ
デ
ー
タ
あ
り
ま
す
。

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

＃いのちまもる 医療・社会保障を立て直せ

10.14総行動 

10
月
14
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
保
団
連
や
民
医
連
、

社
保
協
な
ど
の
実
行
委
員
会

主
催
の
＃
い
の
ち
ま
も
る
総

行
動
が
行
わ
れ
、
南
信
勤
医
協

で
は
２２
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
し
、
そ
の
後
玄
関
前
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
を
し

ま
し
た
。 

村
田
事
務
局
長
が
交
代 

 

し
て
き
ま
し
た
。 

最
も
大
変
な
仕
事
は
2015
年
秋

か
ら
始
め
た
6
市
町
村
へ
の
要

望
書
作
り
と
そ
れ
を
基
に
し
た

自
治
体
懇
談
で
し
た
。
し
か
し
、

毎
年
の
要
望
・
懇
談
で
行
政
の

中
に
社
保
協
の
存
在
を
認
知
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

神戸女学院大学教授、経済学者、

マルクス主義者、社会運動家、平

和・民主・革新の日本をめざす全
国の会代表世話人 

 

東京の日比谷野音とオンラインで

結んで全国の仲間と連帯 

（ひまわり薬局２階会議室） 



 


